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市政担当記者 各位 2023年9月8日 
公益財団法人 福岡アジア都市研究所 

URC総合研究「新たな都市の評価に関する研究（II）」における

『ウェルビーイングに関するアンケート（モデル調査）』分析結果 

福岡アジア都市研究所（URC）では、新たな都市の評価として、主観的評価を重視するウェルビー
イングに注目し研究を行っており、行政施策への導入手法を検討するため、モデル校区や団体等を対
象にアンケートを実施し、その分析結果を公開しました。把握しづらい個人の主観（考え方・感情）
を明らかにし、政策に結び付ける手法を考え、今後の施策立案に繋がり得る結果が得られました。
なお、分析手法や結果について、９月26日（火）に開催するURC都市セミナー『福岡のこれからの

まちづくり』にて解説しますので、ぜひご参加ください（要事前申込）。 

調査目的 ウェルビーイングを政策に取り入れるために必要となる以下の三点の把握
① 市民のウェルビーイングの捉え方（定義）
② 市民のウェルビーイングの現状評価
③ ウェルビーイングに影響を与える要因（規定因）

調査内容（1）「日々の暮らしにおける幸せ」と「今後、人生をより充実させるもの」（自由記述）、
（2）最も理想とする状態における現状と5年後評価、（3）生活における実感、（4）属性

結果 有効回答数918（女性484、男性416） 
① 市民のウェルビーイングの捉え方

● 「日々の幸せ」は「家族」「食事」「時間」など。
● 「より充実させるもの」は「仕事」「家族」「健康」など（図１）。

② 市民のウェルビーイングの現状評価
● 全体として、「ウェルビーイング実感」は現状評価より5年後評価（予測）が高く、将来の見

通しが明るい人が多い（図２）。
③ ウェルビーイングに影響を与える要因と向上のヒント

● ウェルビーイング実感への影響が強い「日常の主活動」（図３）への満足度は、20-50代が低
い。現役世代の主活動（仕事）の充実が鍵であり、仕事に求めるものの把握が必要。
また、子どもを持つ女性は「育児」「仕事」の言及が多く、仕事を続けながらストレスなく育
児できる環境が望まれている。

● 働く人を中心に「余暇時間」の満足度が低い。自由記述では「時間」への関心は高く、働く
人だけでなく、今後の働き方を念頭に学生も「ワーク・ライフ・バランス」に言及。

● 50-60代のウェルビーイング実感や生活実感の満足度が比較的低い。退職を意識し「仕事の
継続」「年金収入」に言及。この年代層のウェルビーイングへの相関が強い「日常の主活動」
「収入」「機会・選択肢」などの満足度向上がポイント。

URCのWEBサイトにて、分析結果（PDF）を無料公開。 https://urc.or.jp/  
「（公財）福岡アジア都市研究所（URC）」と出典を明示すれば、報道や調査研究で引用可能。 

公益財団法人福岡アジア都市研究所   担当：山田 

〒812-0011 福岡市博多区博多駅前 2-8-1 博多区役所 10 階 

TEL: 092-710-6431  FAX: 092-710-6433  Mail: info@urc.or.jp 
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【「ウェルビーイングに関するアンケート（モデル調査）分析結果」より一部抜粋】 

図 1 「今後、あなたの人生をより充実させるもの」についての自由記述の共起ネットワークと頻出ワード 

図 2 現在と５年後のウェルビーイング実感スコア別割合（全体） 

 

図 3 「ウェルビーイング実感」の重回帰分析の結果 

市民のウェルビーイングの捉え方 

ウェルビーイングの現状評価

ウェルビーイングに影響を与える要因

注：質問「あなたが日々の暮らしにおいて幸せと感じること（とき）の最も理想とする状態を 10 として、現在（or 5 年後）

の状態を平均するとどれぐらいですか？（0～10 から選択、10 が最も高い）」に対する回答を集計 

注：図内の数字（標準偏回帰係数（β））は、-1 から 1 の間の値で表され、－1 または 1 に近づくほど、

左側の項目が「ウェルビーイング実感」に及ぼす影響は大きい。 

https://urc.or.jp/r5seminar 

2023年 9月 26日(火)14-16時 

・アクロス福岡
・Zoom

URC都市セミナー 

詳しくは、下記セミナーにて！ 

注：バブルのサイズは単語の出現頻度を、線は文内に一緒に出現することを示す 



ウェルビーイングに関するアンケート
（モデル調査）分析結果

URC 令和5年度 総合研究
「新たな都市の評価に関する研究（Ⅱ）」

2023年9月
（公財）福岡アジア都市研究所



 新たな都市の評価として「ウェルビーイング」という概念に注目
 ウェルビーイングとは、身体的、精神的、社会的に良好で満たされた状態
 ウェルビーイングを政策に取り入れるために把握が必要な、下記3点を調査

「ウェルビーイング」アンケート（モデル調査）概要

目的

• 福岡市に住む・関わる人々の
① 価値観やウェルビーイングの捉え方（以下、定義）の把握
② ウェルビーイングの現状評価の把握
③ ウェルビーイングに影響を与える要因（以下、規定因）の把握

• 分析を通じて、政策に関連し得る要素の抽出

対象 • 福岡市の定住人口（住む人）
• 福岡市の関係人口（関わる人）

調査期間 • 2023年2月
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「ウェルビーイング」アンケート調査概要

周知方法

• 定住人口
• 福岡市西区内浜校区住民（約8,000世帯）への調査票の戸別配布
• 市役所・区役所における調査票の設置

• 関係人口
• 以下の団体の協力による、所属会員へのメール案内

 博多駅エリア発展協議会（30会員*）
 博多まちづくり推進協議会（175会員*）
 We Love 天神協議会（136会員*）
 福岡地域戦略推進協議会（228会員*）

• 福岡未来創造プラットフォーム加盟の市内15大学への案内
• URC賛助会員への案内（55法人、48名）
• 福岡市Well-being&SDGs登録事業者への案内（395事業者**）

回答方法 • 郵送（紙の調査票）またはWeb（Googleフォーム、Excel）

注：会員数*は、それぞれのウェブサイトを参照（2023年2月7日時点）、登録企業**は、福岡市ウェブサイトを参照（2023年2月17日時点）

 本調査は、把握しづらい個人の主観（考え方・感情）を明らかにし政策に結び付ける手法の実践例とし
て、モデル校区や団体等を対象に実施しました。
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調査内容
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1. ウェルビーイングについて
① 自由記述（日々の幸せ）
② 現在と5年後の評価（0〜10、10が最も高い）
③ 自由記述（今後、より充実）

2. 生活における実感
 余暇時間、相談相手、楽観性、健康、居住環
境、経済状況、主活動の満足度、他の関心事
・チャレンジ、選択肢の有無、居場所、地域
とのつながり、社会的寛容、利他性

3. 属性
 性別、年代、世帯構成、職業など

 期待する成果
ウェルビーイングの定義
 自由記述は2段階で把握
 「日々の幸せ」だとぼんやり
 「今後、より充実」を加えて尋
ねることでより深い（エッジの
ある）回答が聞けると期待

 ウェルビーイングの現状評価
 現在と5年後を尋ねることで将来
への見通しを把握

 ウェルビーイングの規定因
 価値観と行動
 影響する要因や影響の強さ



回答者の男女比はほぼ同等、20代～40代が全体の6割

 有効回答数：918
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出所：URC実施アンケートの回答結果をもとにKH Coderを利用して作成

日々の幸せの定義：家族や友人との時間、美味しいもの、健康、仕事

n=897
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家族：「家族と一緒に食事をしている時」「家族との
時間」「家族が楽しく過ごしているとき」「家族の健
康」など
食事：「美味しいものを食べている時」、「人と食事
をしているとき」、「作った食事を美味しいと言われ
た時」など
時間：「家族とゆっくりした時間」「穏やかな時間」
「趣味の時間」「仕事とプライベートの時間のバラン
スが取れている状態」など
子ども：「子どもの笑顔」「子どもとのコミュニケー
ション」など
健康：「家族や周りの人の健康」「自分自身の健康」
「心身の健康」など
友人：「友人と過ごす時」「友人と美味しいもの食べ
る時」「友人と話している時」など
仕事：「仕事の後の時間」、「仕事後の活動」、「仕
事の有無」、「達成感」、「休日とのバランス」など
自分：「自分の好きなこと」、「自分の時間」、「自
分の判断」、「自分の仕事」など

頻出ワード※回答の例（抜粋）

・バブルのサイズは単語の出現数
・線は共起関係の強さ（文内に一緒に出現）

あなたが日々の暮らしにおいて幸せと感じるのはどういうとき（どのようなこと）ですか？（自由記述）



出所：URC実施アンケートの回答結果をもとにKH Coderを利用して作成

より充実の定義：仕事の機会・やりがい、家族、健康、経済的余裕

n=895
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仕事：「仕事ができる環境」「仕事のやりがい」「仕
事以外の時間の充実」「仕事と育児の両立」など
家族：「家族の健康」「家族との時間」「家族の存
在」「家族の幸せ」「家族に迷惑を掛けないで過ご
す」など
健康： 「健康であること」 「心身の健康」「健康の
改善」など
お金： 「自由に使えるお金」 「経済的余裕」「お金
に困らない環境」など
環境：「安心できる子育て環境」「ストレスのない職
場環境」「子育て後に働ける環境」「無理せず働ける
環境」「静かな環境」 「自然を感じられる環境」な
ど
子ども：「子どもの成長」「子どもの自立」「子ども
の幸せ」「子どもの存在」など
自分： 「自分の時間」 「自分の健康」「自分の能力
発揮」「自分の成長」など
時間：「自由な時間」「時間の余裕」「家族・友人と
の時間」「お金と時間」など

頻出ワード※回答の例（抜粋）

今後、あなたの人生をより充実させるものは何ですか？（もの・こと、機会、環境など） （自由記述）



 女性は子どもの有無にかかわらず「仕事」「お金」「環境」に言及があり、子
どもがいる場合は「育児」への言及が一定数ある。一方で、男性は子どもの有
無にかかわらず「育児」への言及が少ない

女性は「仕事」と絡めて「育児」に言及する割合が高い

7注：自由記述 Q1-1「日々の幸せ」, Q1-4「より充実」を統合し、「仕事」関係として「仕事」「会社」「組織」に言及に加え、仕事の文脈を含む回答を対象に分析。「お金」関係として「お金」「収入」「給料」「賃金」
「昇給」「資産」に言及を含む。「育児」関係として「育児」「子育て」に言及を含む。
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「仕事」「育児」が使われる文脈
※回答の例（抜粋）

「正社員で働いていても、育児中は
無理なく働ける環境」「子育てを終
え働ける環境」「仕事と育児がスト
レスなく両立できる環境」「育児を
しながらも仕事を持って自分の社会
的な居場所があること」など

(n=115)(n=124) (n=238) (n=147)



ウェルビーイング実感：現在と5年後（実数）

 日々の暮らしにおける幸せを考えた時に、最も理想とする状態を「10」とし
て、現在（or５年後）の状態の平均を回答（10～0、10が最も高い）

 現在・5年後いずれも「8」が最多
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ウェルビーイング実感：現在と5年後（平均・割合）

 平均値は現在評価よりも５年後評価の方が高い
 現在よりも5年後の状態を高く評価する人が多い
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 現状評価は、70-80代が高く、10-20代が低い
 ５年後評価は、10-40代が希望を持っており、30代が最も楽観視。50-80代
が悲観視

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0凡例

【年代別】ウェルビーイング実感：現在と5年後
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生活における実感（1/2）「余暇時間は十分」に否定的回答が多い
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生活における実感（2/2）「地域とつながり」に否定的回答が多い
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「余暇時間」満足は３時間以上だが、半数が２時間以下
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 働く人を中心に、余暇時間は十分でないと感じる（不満足）人が多い
 男女とも「2時間」が最も多く、半数以上が満足していない
 女性は３時間以上で満足、男性は５時間以上で満足
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はい どちらかと言えば「はい」 どちらかと言えば「いいえ」 いいえ

余暇時間は十分だと感じる（職業別）

正規従業員・職員 会社・団体役員 派遣社員・契約社員

自営業・自由業 アルバイト・パート 学生

主婦・主夫 無職

(n=395
)

(n=48) (n=58)

(n=37) (n=87) (n=141)

(n=52) (n=71)
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余暇時間は十分だと感じる（男女別）

[女性]回答数 [男性]回答数 [女性]はい* [男性]はい*

注：「回答者が答えた『平日1日あたりの余暇時間』は十分だと感じるか」の問いに対する回答。「はい」は「どちらかと言えば「はい」」を含む。「いいえ」は「どちらかと言えば「いいえ」」を含む。回答数合計に空白の
回答は含まない。

(n=480) (n=410)



【年代区分別】生活実感の満足度と重要度（50-60代）
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 50-60代は、ウェルビーイング現状
評価（平均値）が相対的に低く、
5年後評価（平均値）はさらに下降

 ウェルビーイングとの相関が高いが
、満足度が低い4分野
 日常の主活動
 収入
 機会・選択肢
 関心事・チャレンジ
⇒これらの分野を高めることでウェル
ビーイング実感の上昇が見込まれる

余暇時間

相談相手

楽観的な性格

健康

住まい快適

収入

日常主活動

関心事・チャ

レンジ

機会・選択肢

居場所

地域とのつなが

り

価値観人を助ける

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

0.0 0.2 0.4

満
足

度
重要度（ウェルビーイングとの相関）

生活実感の満足度と重要度（50-60代）
WBとの相関
平均値 (全体)

満足度
平均値
(全体)

←弱い相関 強い相関→
←

高
い

低
い→

注：満足度は、問「生活における実感」の各項目の回答の「はい=2」「どちらかと言えば「はい」=1」「わからない=0」「どちらかと言えば「いいえ」=-1」「いいえ=-2」に置き換えて、全回答者の平均値を算出。重要度
は、ウェルビーイング実感の現状評価と生活実感の各項目との相関係数（関係性の強さ）を用いた。相関分析ではどの項目も有意な相関が明らかとなっており、相関の弱い項目が重要でないことを示しているわけではない。

p.10参照

(n=252 - 255)

図の読み方：
横軸はウェルビーイングとの相関の強さ
（重要度）、縦軸は項目の満足度を表す



10－20代 30－40代 50－60代 70－80代以上

【年代区分別】50-60代ウェルビーイングに影響の強い分野
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事やチャレンジしていること
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 ウェルビーイング現状評価に影響：日常の主活動、相談相手、居場所、収入等
 ５年後評価に影響：日常の主活動、相談相手、加えて、機会・選択肢等

日常主活動
に満足

必要な収入
がある

ウェルビーイング
実感（現在）

健康である

相談相手が
いる

居場所が
ある

0.251

0.143

0.100

0.131

0.096

日常主活動
に満足

機会・選択
肢がある

ウェルビーイング
実感（5年後）

楽観的性格
である

相談相手が
いる

健康である

0.125

0.125

0.098

0.126

0.094

居場所が
ある

0.093

ウェルビーイングの規定因

注：図内の数字（標準偏回帰係数（β））は、-1から1の間の値で表され、－1または1に近づくほど、左側の項目が「ウェルビーイング実感」に及ぼす影響は大きい。 16

重回帰分析の結果
• 矢印（影響の向き）
• 数字（ウェルビーイングに
与える影響の大きさ）



はい
どちらかと言えば

「はい」

どちらかと言えば

「いいえ」
いいえ わからない凡例

 20-50代の主な活動への満足度が若干他のグループに比べて低い

年代別（日常の主な活動への満足度）
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10代
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80代以上

日常の主な活動への満足度（年代別）

有意差あり（ χ2検定=0.00316）

(n=29)

(n=197)

(n=162)

(n=189)

(n=151)

(n=104)

(n=51)

(n=27)

重回帰分析で見えてきたウェル
ビーイング実感の規定因



【まとめ】

 ウェルビーイングの定義
 「日々の幸せ」は、「家族」「食事」「時間」「子ども」「健康」「友人」「仕事」「自分」等が挙げられている。「

時間」に関して、「誰かと共有できる時間」「自由な時間」に言及
 「より充実させるもの」は、「仕事」「家族」「健康」「お金」「環境」「子ども」「自分」「時間」等が挙げられて

いる。「仕事」に関して、「やりがい」「バランス」「育児との両立」に言及
 ウェルビーイングの現状評価

 全体として「ウェルビーイング実感」は現状評価より5年後評価（予測）が高く、将来の見通しが明るい人が多い
 ウェルビーイングの規定因とウェルビーイング実感向上のためのヒント

 「日常の主活動」はウェルビーイング実感への影響が強い（図３）。活動の一つである「仕事」は自由記述の頻出ワー
ドである。子どもを持つ女性は、男性に比べ「育児」への言及が多く、かつ男性同様に「仕事」への言及も多い。仕事
を続けながらもストレスなく育児を行える環境が望まれている。

 「余暇時間」はウェルビーイングへの影響は限定的であるが、働く人を中心に「余暇時間」の満足度が低い。一方、自
由記述で「時間」への関心は高く、働く人だけでなく、今後の働き方を念頭に学生も「ワーク・ライフ・バランス」に
言及しており、ウェルビーイングの実現に向けた重要な項目であると考えられる。

 50-60代のウェルビーイング現状評価は他年代に比べて低く、ほとんどの生活実感項目で消極的評価である。自由記述
で「家族」「健康」「仕事」が頻出し、仕事に関しては、退職が視野に入り生計維持や社会的活動を意識した仕事の継
続や年金収入への言及がみられる。この年代層のウェルビーイングと相関の強い「日常の主活動」「収入」「機会・選
択肢」 「関心事・チャレンジ」などの満足度向上が、ウェルビーイング実感の向上につながると考えられる。

 「日常の主活動」の満足度は、ウェルビーイングへの影響が強いが、20-50代の満足度が低い。現役世代の主活動（仕
事）の充実が鍵であり、方策の検討には仕事に求めるものの把握が必要になる。
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